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【基本セット】
FT-250JP-A   SWISS DOLORCLAST® SYSTEM RADIAL セット
（基本セット内容）

FT-250JP DOLORCLAST® RADIAL コンソール

FR-326     ハンドピースホルダー

FR-347     マグネティックコードホルダー

FR-334　40mmアプリケーターキット

EL-1033   O リングメンテナンスキット

DV-155　EMS コンタクトジェル 2 本

EL-695　 BLUE ハンドピース

　　　　　(15mmアプリケーター付き )

FR-332　 ピストン メンテナンスキット

CD-152　電源コード 10A 6m
刺激強度　　　1.0 ~4.0 bar (0.1bar毎）
刺激頻度　　　1~25 Hz (1Hz毎）
インパルス　　500～5,000 インパルス（500インパルス毎で設定）

DV-155
EMS コンタクトジェル
（12 本入り）

【交換用部品／消耗品】

FR-332
ピストン

メンテナンスキット

EL-695　 
BLUE ハンドピースキット
（15 ㎜アプリケーター付き）

DW-055
DCR 専用カート

EL-1033   
O リング メンテナンスキット

医療機器承認番号：30500BZI00038000
一般的名称：振動ヘッド付空気圧式マッサージ器　
 販売名: SWISS DOLORCLAST システム ラディアル

JMDNコード　34489000　特定保守管理医療機器

*専用カートはオプション

DOLORCLAST RADIAL®
コンソール

電撃に対する保護の程度

BLUE ハンドピース 専用カート
（オプション )

電撃に対する保護の形式 クラス I 機器

BF 形装着部

重量（約）

寸法（W x D x H)（約）

定格電圧

電源周波数

電源入力

 14.5kg 0.85kg 18kg

34  x 45 x 18 (cm)
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ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

54 x 91 x 46 (cm)

AC100 - 240V

50 - 60 Hz

500VA

全長25cm、高さ11.3cm
ケーブル長 約2.5m

FR-319
40mmアプリケーター

FR-320
25mmアプリケーター

FR-321
15mmアプリケーター

FR-323
15mmアプリケーター

トリガー

FR-324
10㎜アプリケーター

FR-325
5㎜アプリケーター

DP-1224
DCR

フライトケース



“Get your PATIENTS going!”

拡散型圧力波は新しいステージへ



DOLORCLAST® RADIAL SHOCK WAVES
BALLISTIC TECHNOLOGY

アプリケーター
プロジェクタイル

陰圧フェーズで発生した
キャビテーションバブル

圧縮空気

拡散型圧力波治療とは 拡散型圧力波　発生の仕組み

陽圧フェーズ

『ニュートンのゆりかご』で知られている、”エネルギー保存の法則”の原理に基づいています

コンプレッサーからハンドピースへ送られる圧縮空気によって、ピストン内のプロジェクタイル（発射体）が高速で押し出されます。
そのプロジェクタイルの運動エネルギーをもって先端のアプリケーターに衝突した時のエネルギーが圧力波として伝播していきま
す。
そのエネルギーは、“エネルギー流束密度（Energy Flux Density：EFD, 単位：mJ/mm²）” として表されます。
陰圧フェーズで発生するキャビテーションバブル（気泡）の膨張/破裂などによる作用により、物理的な破壊作用や間接的な生物学
的作用を与えると言われています。

【出典】Shrivastava SK, et al.Shock wave treatment in medicine. J Biosci. 2005; 30 (2) : 269-75）
             見目智紀.体外衝撃波の基礎研究.関節外科Vol.41 No.10(2022)

拡散型圧力波治療とは体外衝撃波治療の一種です。圧力波のエネルギーが筋・腱を刺激、マッサージすることにより得られる運
動器治療メカニズムは、

① microinjuryによる修復起点の刺激 【1】【6】【7】
② mechanotransductionの誘導 【2】【6】【7】
③ 神経終末部の破壊 【2】【3】【6】【7】
④ 照射部の血流増加【4】【5】【6】【7】

の４つと考えられています。

非侵襲な物理療法として、慢性的な運動器疾患からアスリートのコンディショニングサポートまで
今後大きな発展性が期待される治療法です

【出典】
　・ Schmitz C, Csaszar NB, Milz S, et al. Efficacy and safety of extracorporeal shock wave therapy for orthopedic conditions a systematic review
　　 on studies listed in the PEDro database, Br Med Bull 2015; 116: 115-38　　　　　
　・【1】d'Agostino MC, Craig K, Tibalt E, Respizzi S. Shock wave as biological therapeutic tool: From mechanical stimulation to 
　　  recovery and healing, through mechanotransduction. Int J Surg. 2015 Dec;24(Pt B):147-53. doi: 10.1016/j.ijsu.2015.11.030. 
         Epub 2015 Nov 28. PMID: 26612525.
　・【2】Ohtori S, Inoue G, Mannoji C, Saisu T, Takahashi K, Mitsuhashi S, Wada Y, Takahashi K, Yamagata M, Moriya H. 
　　  Shock wave application to rat skin induces degeneration and reinnervation of sensory nerve fibres. Neurosci Lett. 
         2001 Nov 23;315(1-2):57-60. doi: 10.1016/s0304-3940(01)02320-5. PMID: 11711214.
    ・【3】Takahashi N, Ohtori S, Saisu T, Moriya H, Wada Y. Second application of low-energy shock waves has a cumulative 
         effect on free nerve endings. Clin Orthop Relat Res. 2006 Feb;443:315-9. doi: 10.1097/01.blo.0000188064.56091.a7. 
         PMID: 16462457.
    ・【4】Fukumoto Y, Ito A, Uwatoku T, Matoba T, Kishi T, Tanaka H, Takeshita A, Sunagawa K, Shimokawa H. Extracorporeal
         cardiac shock wave therapy ameliorates myocardial ischemia in patients with severe coronary artery disease. Coron Artery Dis. 
         2006 Feb;17(1):63-70. doi: 10.1097/00019501-200602000-00011. PMID: 16374144.
　・【5】Kaller M, Faber L, Bogunovic N, Horstkotte D, Burchert W, Lindner O. Cardiac shock wave therapy and myocardial
　　 perfusion in severe coronary artery disease. Clin Res Cardiol. 2015 Oct;104(10):843-9. doi: 10.1007/s00392-015-0853-0. 
　　 Epub 2015 Apr 17. PMID: 25893568; PMCID: PMC4580718.
　・【6】見目智紀. 体外衝撃波の基礎研究.関節外科Vol.41 No.10(2022) 
　・【7】落合信靖. 体外衝撃波治療の基礎的事項 運動器の体外衝撃波治療マニュアル 日本運動器SHOCK WAVE研究会（JOSST）

到達深度　最大約40㎜



製品特長 EMS Swiss DolorClast® SYSTEM RADIAL 拡散型圧力波

総エネルギー量（EFD）を可視化

15Hz/25Hz

３種の施術モード搭載

4種のプリセットプロトコル値と
ユーザーカスタマイズ機能搭載

刺激強度　　　：　１ ～ ４ bar （ 0.1bar毎 ）
刺激頻度　　　：　１ ～ 25 Hz （１Hz毎 ）
インパルス数　  : 　500 ～ 5,000 インパルス（500インパルス毎） ハンドピース側でも刺激強度（bar）調節可能

施術に応じた豊富なアプリケーター類
　　　　　　　　　　   ※オプション

コンプレッサー2基内蔵



TRAINING - SHARING - PRACTICING
SWISS DOLORCLAST® ACADEMY（SDCA)は、SWISS DOLORCLASTグローバルリサーチと教育のためのプラットフォームです。
最新の臨床情報、学術論文、実践方法などのウェビナー、ワークショップを通じてより良い臨床体験をサポートしております。

50
COUNTRIES 10+

100+

10000
100000

YEARS OF SDCA

TRAINERS

COURSES

PARTICIPANTS



E.M.S. Electro Medical Systems S.A. は、1981年に設立されたスイスに本社を置く医療機器メーカーです。 
製品の開発、製造、検査はスイスで行われ、世界各国へ出荷されています。
1997年に衝撃波生成技術の特許を取得し、その技術を医療へ発展させました。
1999年には筋骨格系へのアプローチとしてSwiss DolorClast®メソッドを確立し、多様なソリューションにより体外衝撃波治療
（ESWT）のパートナーに選ばれ、現在では世界各国で１万２千台を超える納入実績と約年間50万人の患者様に250万回を超え
る治療が行われています。

TECHNOLOGY PROOF EDUCATION

MEMO
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